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北海道立総合研究機構林業試験場

はじめに

　北海道の人工林面積は 149万 haで、人工林率は 27%
となっている。トドマツとカラマツが主要樹種であり、

人工林面積のうちトドマツは約 5割、カラマツは約 3
割を占めている。齢級別の人工林面積では本州のスギ、

ヒノキなどと同様に、トドマツとカラマツは 7～ 11齢
級に偏った分布をしており、トドマツの 5割、カラマ

ツの 8割が収穫期を迎えている。人工林の伐採量は伐

採量全体の 9割を占めており、ここ 20年間で伐採量は

2倍近く増加している。現在は、こうした人工林の間伐、

主伐をいかに行い、再造林による資源の循環をどのよ

うに図るのかが課題となっている。北海道森林づくり

基本計画では、木材生産量の目標を現在の 396万 ㎥か

ら平成 44年度には 610万㎥まで増やし、林業及び木材

産業の発展・振興を図るとしている（北海道 2013）。
　主伐後の再造林において重要になるのが優良種苗の

安定供給である。林木育種事業や研究により進めてき

た遺伝的改良の成果を普及する絶好の機会であり、人

工林の生産性向上に貢献することが期待される。しかし、

造林量の増加が見込まれる一方で、採種園は多くが昭

和 34年から昭和 40年代に造成され約 50年を経過して

いる。ジベレリンによる着花促進が可能なスギと異なり、

自然仕立てで管理するトドマツ、カラマツ、グイマツで

は母樹の高齢化・高木化により種子の生産力が低くなっ

ており、採種園の更新や着花促進技術の開発が必要と

なっている（写真—1）。こうしたことを受け、道では今

後の北海道全体の造林に必要となる優良種苗を供給し

ていくため、採種園の整備に関する基本的な方向性を示

した「北海道採種園整備方針」を平成 27年 3月に策定

した（北海道 2015）。現在は、道有採種園の再編整備や

新規造成の具体的な計画を定める「道有採種園整備計画」

の策定に向け、関係機関が集まり会議を重ねていると

ころである。本稿では北海道が進めている採種園整備

の状況および関連研究の動向について紹介する。

道内の種子生産及び採種園の状況

　採種園における種子生産の現状は、樹種により大き

く異なっている。主要造林樹種であるスギ、カラマツ、

グイマツ雑種 F1（グイマツ×カラマツ）、トドマツ、ア

カエゾマツのうち、採種園から採取される種子の割合は、

スギとグイマツ雑種 F1 は 100%、トドマツは 95%、ア
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写真− 1　混み合ったカラマツ採種園（足寄市）。疎開

する前に着花させるため、間伐予定木に環状剥

皮をしている。
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カエゾマツは 69%なのに対して、カラマツはわずか 2%
となっている（平成 21～ 27年平均）。採種園でカラマ

ツ球果の採取が進まない理由としては、いくつかの原

因があるが、採種木が大型化したため、従来の木登り

や脚立を使った人力による球果採取が難しくなってい

ることも一因としてあげられる。

　カラマツ、グイマツ、トドマツの採種園は多くが 50
年生以上であり、結実のピークが過ぎつつあると言わ

れている。採種園の寿命を何年に設定するのかは、更

新計画に関わる重要な要素であるが、採種園の林齢と

種子生産量についてはデータがなく頭を悩ませている。

最近、トドマツの主力産地であった 54年生の採種園で

大規模な風倒被害が発生したとの情報もあり、寿命の

見極めは難しい。採種園の造成と球果採取の実績から

判断すると、造成してから結実するまでの年数は概ね

10～ 15年、事業的な採取までには 15～ 20年を要する。

安定した種子生産を維持していくためには、早期の新

規造成が必要となっている。

　種子生産に関して要望が特に高いのが、グイマツ雑

種 F1 の特定家系であるクリーンラーチである（黒丸

2015）。グイマツ中標津 5号を母樹とするクリーンラー

チは現在 5.5 haの採種園があるが、必要な苗木量を確保

できていない。そのため現在は苗木を「さし木」によ

り生産しているが、温湿度、光、灌水管理に手間や経

験が必要であり、大規模な生産体制にはなっていない。

平成 27年度には約 12万本の苗木が生産されたが、平

成 44年度の目標値 280万本には遠く及んでいない。平

成 25年にグイマツ中標津 5号が特定母樹として指定さ

れたことを受け、民間事業者による採種園造成が始まっ

ており（写真—2）、種子増産に向けて官民一体となって

動き始めている（今 2016）。

採種園の整備方針

　北海道では、樹種別・齢級別面積、伐期などを基に

将来の樹種別の植栽面積を試算している。平成 44年度

における植栽面積はスギ 200 ha、カラマツ類 5,700 ha（う

ちクリーンラーチ 1,770 ha）、トドマツ 5,500 ha、アカエ

ゾマツ 800 haと見込んでいる。また、苗木の全量を育

種種苗とした場合に必要となる採種園の面積の産出は、

①豊作年時の種子採取量（kg/ha）、②豊作間隔（年）、

③平均種子採取量（①／② ＝ kg/ha/年）、④種子 1 kg当
たりの山行苗得苗数（本 /kg）、⑤ 1ha当たりの植栽本数

（本 /ha）、などの要素を用いて行った。各要素は、①は

採種園での採種実績、②は採種園での結実調査、④は

種苗生産者の実績値等から求めている。平成 44年度に

目標とする採種園の面積はスギ 4 ha、カラマツ類 120 ha
（うちクリーンラーチ 37 ha）、トドマツ 90 ha、アカエゾ

マツ 10 haとなっている。既存の道有採種園に対しては、

継続して整備を進める箇所、整備しない箇所に区分す

るとともに、新規に造成する箇所についての検討も行っ

ている。採種園の整備に向けて、新設箇所の下見や接

ぎ木クローン苗の育成を行っているが、計画の実施に

あたっては現状の林木育種事業費を上回る多大な経費

が予想され、予算の確保に向けた取り組みが必要となっ

ている。

採種園に関する研究

　当林業試験場では、カラマツとグイマツの着花促進に

関わる研究に取り組んでいる。古くは中耕、施肥、根切り、

環状剥皮などの試験に始まり、近年はスコアリングの

効果を評価している（北海道立総合研究機構森林研究

本部 2015）。スコアリングには凶作年に結実させる効果

はないが、並作年や豊作年に着果数を高める効果があ

ることを実証しており、種子供給のニーズが高いクリー

ンラーチの母樹を対象に、事業的な着花促進処理が行

われている。また、アメリカやオーストリアなどでは、

カラマツ類の採種園で施肥による着花促進が行われて

いるとの情報もある。広葉樹では窒素付加による着花促

進にも成功しており、現在、果樹園なみに肥培管理す

ることでカラマツ類の着花促進を図る試験を行ってい

る（写真—3）。さらに、カナダで開始されている接ぎ木ポッ

ト苗を用いたカラマツ類の着花促進試験にも取り組ん

でおり、一定の成果を得ている（今・来田 2015）。
写真− 2　クリーンラーチ採種園用の接ぎ木苗を育成す

る様子（遠軽町）。北海道育種場の指導を受けて

民間事業者が作業している。
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　採種園の造成適地に関する研究も要望が高い。現在、

クリーンラーチ採種園の新規造成が進められているが、

カラマツ類では気象条件が適していないために、道内

では結実や種子の採取が見込めない採種園がいくつか

ある。結実に関係する気象条件を解析し、ポット苗を

用いて試験することで、適地不適地の評価を行っている。

一つの指標として花芽分化期にあたる 5～ 7月の降水

量が 300 mmを上回る地域は、不適地であることを示し

ている（今ら印刷中）。クリーンラーチ採種園の造成を

検討している民間事業者に対して、解析結果や適地マッ

プを示すなどして、採種が十分見込める地域に造成する

よう助言を行っており、箇所の変更などにつなげている。

　採種園における球果採取の功程について調査を行っ

ている（写真—4）。1本当たりの採取量や採取時間を樹

種別・採取方法別に記録している。高所作業車と木登り

（トドマツ）、はしご・脚立（カラマツ、グイマツ）によ

る球果の採取功程を比較すると、トドマツでは熟練し

た経験者による木登り採取が最も功程が高いこと、一

方、カラマツ、グイマツでは高所作業車の方が、はしご・

脚立を使った採取よりも功程が高いことなどがわかっ

てきた。こうした採取功程データに球果の採取可能期

間を加えることで、1箇所あたりの適正面積や規模を評

価したいと考えている。また、安全な採取や採種園で

のカラマツの球果採取を推進する上でも、高所作業車

を使用した球果採取が必要と考えており、採種園への

高所作業車道路の設置や、球果採取業者への働きかけ

が必要となっている。

第二世代精英樹の選抜

　平成 23年から北海道育種場と共同で、トドマツ、グ

イマツ、カラマツを対象に次世代の選抜に取り組んでい

る。選抜対象林分は国と道が設定した検定林、準次代検

定林（精英樹から直接採種し育苗した材料）、遺伝試験

林等であり、成長に優れ、材質に欠点のない個体を選

んでいる（写真—5）。平成 27年 8月現在、トドマツでは

347本の第二世代候補木、97本の優良木（準次代検定

林からの選抜）、グイマツは 35本の第二世代候補木、21

写真− 3　施肥によるカラマツ着花促進処理の様子（林

業試験場）。畔波板を埋設して区画を分けている。

写真− 4　脚立を利用したグイマツ母樹での球果採取

（訓子府採種園）

写真− 5　選抜したトドマツ個体に標示板を設置してい

る様子（厚岸町）
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本の優良木（サハリンの優良木から直接採種し育苗した

材料）、カラマツは 3本の第二世代候補木を選抜してい

る（田村ら 2012, 2013, 2015；来田ら 2012；来田 2013；
石塚ら 2015；大谷ら 2015）。カラマツに関してはまだ選

抜途中であるが、今後造成する新規の採種園にこうした

次世代の精英樹を入れること、また優れた 1.5世代精英

樹も活用することで、遺伝的に優れた種苗の普及を図っ

ていく予定でいる。

今後の展望

　最近、林木育種に波が来ていると感じる。これは戦

後の拡大造林時に植林された人工林の多くが伐期とな

り再造林時代を迎えていることが背景にある。これまで

の少なかった造林量からみると、今こそ林木育種の研究

成果（遺伝的に優れた種苗）を世に広める絶好の機会

である。紹介したように北海道では、育種種苗の供給

を図るため採種園の整備に向けた方針や計画が策定さ

れつつある。新たな採種園に入れる第二世代精英樹な

どの育種材料も準備されており、林木育種事業は着実

に進行している。また、林業関係者らとの会議を通じて、

育種種苗を望む声が高いことを強く感じる。採種園造

成に関わる予算の確保や種苗生産者の後継者育成など

多くの問題もあるが、林木育種に関係する機関や団体

と連携をとり、大きな波にのっていきたいと考えている。

　また、大学や森林総合研究所への要望としては、現

在研究されている森林遺伝や林木育種の成果を、第二

世代精英樹の選抜、採種園の造成、種苗生産といった現

場に還元して欲しいとの願いがある。例えば本誌 3巻で

は、森林遺伝学を勉強する 45名もの若手研究者が最先

端の実験や解析に学ぶ様子が報告されている（玉木ら

2014）。今後この分野をリードしていくだろう彼らには、

先端研究だけではなく、林木育種の現場でもぜひ活躍

して欲しいと思う。紹介したように北海道では第二世

代精英樹の選抜や採種園の造成を進めているが、少な

い予算と人員の中でじたばたしているのが現実である。

より良い苗木を山へ届けるためには、林木育種や森林

遺伝の知見やデータが根拠として必要である。そのた

めには大学や森林総合研究所と一緒になって研究を進

めることの必要性を感じている。これまで公設試験研

究機関で働いてきた中で、研究が現場で使われることは、

論文が出ること以上の喜びがあることを実感してきた。

この喜びを共に味わうためにも、北海道の林木育種の

現場に参戦してきて欲しいと願っている。
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